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介紹

で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
「
本

質
」
と
な
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

評
者
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
も
、
岡
じ
く
東

方
で
古
代
末
期
の
単
性
論
派
を
は
じ
め
、
宗
教
運

動
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
単
性
論
派
も
、
既
存
の
教
会
や
ビ
ザ

ソ
ツ
国
家
へ
の
反
抗
の
態
度
か
ら
、
安
易
に
下
層

オ
リ
エ
ン
ト
住
民
の
民
族
的
・
階
級
的
な
闘
争
と

さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
こ
の
よ
う
な
見
方
は
反
省

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
階
級
史
観
が
意

味
が
な
い
と
か
、
社
会
矛
盾
が
存
在
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
全
て
の
階
級
や
住
民
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
貫
通
し
て
、
上
下
あ
ま
ね
く
受
容
す

べ
き
宗
教
に
よ
っ
て
圏
家
の
秩
序
が
整
え
ら
れ
て

い
く
時
、
そ
れ
を
無
化
す
る
動
き
も
ま
た
、
階
級

や
住
民
の
色
分
け
を
越
え
て
広
が
り
を
持
つ
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
個
々
の
反
乱
と
は
容
易
に

は
結
び
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
し
か
し
逆
に
評
者
の
類

推
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、
ボ
ゴ
ミ
ー
ル

研
究
を
実
際
に
さ
れ
て
い
る
訳
者
に
、
簡
単
で
あ

っ
て
も
、
ボ
ゴ
ミ
ー
ル
に
対
す
る
近
年
の
研
究
状

況
や
、
さ
ら
に
読
む
べ
き
も
の
な
ど
の
紹
介
が
あ

っ
て
も
よ
か
っ
た
。
類
書
が
皆
無
で
も
あ
る
だ
け

に
、
ま
た
隣
附
接
分
野
の
研
男
爵
者
も
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

語
の
文
献
を
お
い
そ
れ
と
は
当
た
れ
な
い
だ
け
に
、

一
層
そ
の
観
を
強
く
す
る
。
貴
罪
な
労
作
で
あ
る

こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
こ
れ
を
我

国
の
西
洋
史
研
究
の
中
に
固
定
で
き
る
よ
う
な
進

展
を
待
ち
た
い
。

　
　
　
　
　
（
A
5
版
　
四
一
五
頁
　
一
九
八
九
年

　
　
　
　
十
二
月
　
覆
文
社
　
四
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
足
立
広
明
　
同
志
社
大
学
大
学
院
生
）

日

本
学
術
会
議
だ
よ

り

E

翫
16

平
成
二
年
二
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
日
本
学
術
会
議
は
、
平
成
元
年
度
に
主
催
の
公

開
講
演
会
を
三
回
開
催
し
た
。
今
回
の
日
本
学
術

会
議
だ
よ
り
で
は
、
そ
の
公
囲
講
演
会
の
概
要
に

加
え
て
、
本
会
議
が
実
施
し
て
い
る
国
際
的
活
動

な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
す
る
。

　
◇
日
本
学
術
会
議
主
催
公
開
講
演
会

　
本
会
議
で
は
、
科
学
の
向
上
発
達
を
図
り
、
行

政
、
産
業
及
び
顯
民
生
活
に
科
学
を
反
映
漫
透
さ

せ
る
と
い
う
本
会
議
の
設
置
國
的
に
沿
う
た
め
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
公
開
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
講
演
会
は
、
本
会
議
会
員
が

講
師
と
な
り
、
学
術
的
香
気
が
高
く
、
か
つ
、
勝

馬
に
か
な
っ
た
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
開
催
し
て
い

る
。　

今
年
度
も
三
回
の
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
（
中
略
）

　
H
、
公
湖
講
演
会
「
〃
人
権
の
歩
み
”
か
ら
何

を
学
ぶ
か
ー
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
二
〇
〇
年
を
記

念
し
て
一
」

　
標
記
講
演
会
は
、
去
る
平
成
元
年
一
一
月
　
八
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日
（
土
）
＝
二
時
三
〇
分
～
一
七
時
に
、
本
会
議

講
堂
で
、
約
二
五
〇
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。　

最
初
に
、
弓
削
達
・
第
二
部
会
員
（
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
大
学
長
）
が
、
「
〃
人
権
”
以
前
の
世
界
」

と
題
し
て
、
人
権
思
想
の
な
か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
時
代
に
お
け
る
人
権
思
想
の
萌
芽
と
も
雷

う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
一
哲
学
者
の

奴
隷
等
を
め
ぐ
る
精
神
的
苦
闘
を
例
に
と
っ
て
述

べ
た
。

　
次
い
で
、
大
石
嘉
一
郎
・
第
三
部
会
員
（
明
治

学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）
．
が
、
「
近
代
日
本
の
人

権
思
想
i
自
由
民
権
論
の
人
権
論
を
中
心
に
一
」

と
題
し
て
、
主
と
し
て
、
明
治
時
代
の
自
由
民
権

運
動
に
お
け
る
人
権
論
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
、

特
徴
の
起
因
と
な
っ
た
当
時
の
社
会
的
条
件
、
そ

れ
が
与
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
杉
本
太
一
郎
・
第
四
部
会
員
（
東
京

大
学
教
養
学
部
教
授
）
が
、
「
科
学
技
術
と
人
権
」

と
題
し
て
、
近
年
の
著
し
い
科
学
技
術
の
発
農
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
広
い
意
味
で
の
「
人
権

と
自
由
」
の
様
々
な
様
相
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の

事
情
と
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
南
博
方
・
第
二
部
会
員
（
一
橋
大
学

法
学
部
教
授
）
が
、
「
人
権
の
進
化
と
創
造
」
と

題
し
て
、
現
在
ま
で
の
人
命
の
進
化
の
跡
を
回
顧

す
る
と
と
も
に
、
最
近
に
お
け
る
人
権
立
法
や
人

権
思
想
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
日
生
成
し
つ
つ
あ

る
現
代
型
の
新
し
い
人
権
に
つ
い
て
述
べ
た
。

（
下
略
）

　
◇
地
球
環
境
問
題
に
お
け
る
工
学
研
究
の
在
り

方
に
つ
い
て
一
第
五
部
報
告
1
（
略
）

　
◇
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
度
共
同
主
催
国

際
会
議
（
略
）

　
◇
二
国
間
学
術
交
流
事
業

　
日
本
学
術
会
議
で
は
、
二
国
間
学
術
交
流
事
業

と
し
て
、
毎
年
二
つ
の
代
表
団
を
外
国
に
派
遣
し
、

各
訪
問
国
の
科
学
者
等
と
学
術
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
相
互
理
解
の
促
進
を

図
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
元
年
度
に
は
、
①
一
〇
月
二
五
日
か
ら
一

一
月
四
日
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
及
び
ス
イ
ス
へ
、
渡

邊
格
副
会
長
以
下
五
名
の
会
員
か
ら
成
る
代
表
団

を
、
②
一
二
月
四
日
か
ら
一
二
臼
ま
で
、
イ
ン
ド

へ
、
大
石
泰
彦
副
会
長
以
下
六
名
の
会
員
か
ら
成

る
代
表
団
を
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
及
び
ス
イ
ス
派
遣
代
運
送
は
、
イ
タ

リ
ア
で
は
イ
タ
リ
ア
学
術
研
究
会
議
、
大
学
・
科

学
技
術
研
究
省
、
ロ
ー
マ
大
学
、
ロ
ー
マ
日
本
文

化
会
館
な
ど
、
ス
イ
ス
で
は
、
ス
イ
ス
学
術
会
議
、

連
邦
内
務
省
教
育
・
科
学
局
、
ス
イ
ス
科
学
財
団
、

ベ
ル
ン
大
学
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
な
ど
を
訪
問

し
た
。

　
各
記
聞
先
で
は
、
関
係
老
と
の
問
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
学
術
研
究
体
制
や
、
科
学
技
術
政
策
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
特
に
、

イ
タ
リ
ア
で
は
、
研
究
行
政
の
一
体
化
を
図
る
た

め
に
、
大
学
を
文
部
省
の
管
轄
か
ら
は
ず
し
て
、

大
学
・
科
学
技
術
研
究
省
を
設
置
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
ま
た
、
ス
イ
ス
で
は
、
連
邦
政
府
と

と
も
に
、
強
い
糧
限
を
持
つ
州
政
府
が
存
在
す
る

隅
国
の
行
政
の
仕
組
み
と
学
術
行
政
と
の
関
連
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
意
見
の
交
換
が
な
さ

れ
た
。

　
イ
ン
ド
派
遣
代
位
団
は
、
イ
ン
ド
国
家
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
、
科
学
産
業
研
究
会
議
、
計
画
委
員
会
、

科
学
技
術
庁
、
ネ
ル
ー
大
学
、
デ
リ
ー
大
学
、
タ

タ
基
礎
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
た
。

　
各
訪
問
先
で
は
、
関
係
者
と
の
間
で
、
科
学
技

術
振
興
方
策
及
び
両
国
間
の
今
後
の
積
極
的
な
学

術
交
流
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
政
変
の
舷
々
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
選

挙
の
話
か
ら
、
経
済
力
の
向
上
、
中
産
階
級
の
躍

進
な
ど
の
政
治
、
経
済
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
意
児
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
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会

魯

　
去
る
五
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

二
年
度
春
期
定
例
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い

て
次
の
案
件
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
、
平
成
元
年
度
柴
門
報
告
及
び
平
成
二
年

　
黙
認
論
究

一
、
会
費
値
上
げ
の
件

　
現
行
会
費
五
、
五
二
〇
円
を
平
成
二
年
度

　
後
半
よ
り
値
上
げ
。
平
成
二
年
度
会
費
を

　
六
、
　
二
一
〇
田
口
、
留
や
成
一
二
年
度
以
降
ム
圏
費

　
を
六
、
九
〇
〇
円
と
す
る
。

一
、
役
員
交
替

　
①
理
事
長
河
内
良
弘
、
理
事
錦
岡
次
郎
、

　
　
評
議
員
川
口
博
、
楠
瀬
勝
、
山
岸
義
夫

　
　
氏
の
退
任
。

　
②
理
事
に
青
木
伸
好
、
前
川
和
也
、
永
田

　
　
準
正
（
以
上
、
評
議
員
よ
り
）
、
評
議
員

　
　
に
植
松
正
、
河
村
貞
枝
、
島
田
真
杉
、

　
　
高
沢
裕
一
、
平
雅
行
、
長
沼
忠
兵
衛
、

　
　
服
部
良
久
、
若
松
寛
氏
を
選
任
。

　
㈲
常
務
理
事
に
鎌
田
元
一
氏
を
選
任
。
な

　
　
お
旧
理
事
長
河
内
良
弘
馬
は
理
事
に
、

　
　
旧
常
務
理
事
金
田
章
裕
氏
は
評
議
員
に

　
　
復
帰
。

会
費
値
上
げ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
既
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、

本
号
よ
り
一
号
当
り
の
会
費
を
一
、
　
｝
五
〇

円
に
改
走
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
今
年
度
の
会
費
は
六
、
二
一
〇
円
と

な
り
ま
す
。
ま
た
来
年
度
以
降
の
年
会
費
は

六
、
九
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。
本
会
で
は
過

虫
六
年
間
、
年
会
費
を
五
、
五
二
〇
円
に
据

え
置
き
、
諸
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
会
員

の
皆
様
に
負
担
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
全
般
的
な
物
価
上
昇
の

結
果
会
誌
一
冊
当
り
の
経
費
も
上
が
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
史
林
の
刊
行
に
も
支
障
を
き
た

す
状
態
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
や
む
を
え
ず

こ
の
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
よ
ろ
し
く

御
諒
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
会
費
は
蘭
納
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
会
の
活
動
は
す
べ
て
会
費
に
依
存
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
前
納
に
御
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
あ
わ
せ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
九
九
〇
年
七
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

編
　
集
　
後
　
記

　
梅
爾
を
飛
び
越
し
て
　
気
に
真
夏
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
ら
、
昨
購
当
り
か
ら
雨
が
降
り
だ
し
ま

し
た
。
少
し
は
涼
し
く
な
る
か
と
期
待
し
た
の
で

す
が
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
冷
房
の
な
い
編
集
子
の

研
究
室
は
か
え
っ
て
ム
シ
ム
シ
し
て
堪
え
が
た
い

状
態
で
す
。
会
員
各
位
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
七
三
巻
四
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

本
号
は
、
論
説
三
・
ノ
：
ト
ニ
・
紹
介
一
、
大
家

の
玉
篇
か
ら
急
進
の
デ
ヴ
ェ
…
作
ま
で
と
本
誌
ら

し
い
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
た
び
、
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の
交
付
が
内

定
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
）

一
難
○
○
験
朋
二
語
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
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竺
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七
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刷
株
式
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史
学
研
究
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
日
　
時
　
平
成
二
年
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時

　
場
　
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
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（
市
バ
ス
近
衛
通
下
車
東
入
ル
）

　
公
開
講
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全
国
産
業
復
興
法
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
　
　
　
　
紀
　
平
　
英
　
作

　
　
十
五
年
戦
争
と
ア
ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
口
　
圭
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
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